
１９８０年　岐阜歯科大学卒業　歯学博士
Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｉ. 研修会　代表・主宰・専任講師
朝日大学歯学部 口腔機能修復学講座歯科保存学分野　非常勤講師
朝日大学歯学部 口腔病態医療学講座インプラント学分野　非常勤講師
明海＆朝日大学生涯研修セミナー講師　
日本歯内療法学会（ＪＥＡ）　指導医・専門医・評議員
日本顕微鏡歯科学会　指導医・専門医・ 理事・評議員
日本顎咬合学会　指導医
日本臨床歯科学会（SJCD） フェロー
大阪SJCDエンドコース　特別講師
京都府京都市 かおり歯科医院開業

山田 國晶 Kuniaki Yamada 鷲尾 絢子 Ayako Washio

『なぜバイオセラミックス系根管用シーラーが
　　　　　　　　トレンドとなっているのか？』
　グローバルスタンダードのエンドドンティクスに必須なアイテムである歯科用コーン
ビームCT・歯科用実体顕微鏡・Ni-Ti製ファイルが、歯内療法を専門とする歯科医師の
みならず、一般開業歯科医師にも認知されるようになってきました。さらに、近年、バイオ
セラミックス系根管用シーラーが第4の必須アイテムとなりつつあり、これらのアイテムが
揃うことで、予知性の高い診査・診断・治療計画立案・根管治療が可能となっています。
　バイオセラミックス系根管用シーラーは、従来の根管用シーラーと比較すると、操作性
が良好で、封鎖性・生体適合性が高いことが多く報告されています。その特徴を活かし、
かつ歯の長期保存という目的を達成するために、根管充填方法も変遷が起きて
います。さらに、根管用シーラーと根管充填方法の変遷により、Ni-Ti製ファイルによる
根管形成から根管充填が一連の治療としてマッチングしてきていると言えるのでは
ないでしょうか。
　本研修会では、バイオセラミックス系根管用シーラーの特徴を説明した上で、それを
用いた根管充填方法の変遷による利点について考察し、最後に、今後の根管治療に
求められるものについて概説します。

『根管処置歯の予後の確立の１つに
  根管内封鎖が必要である-40年を振り返り現在は・・・』
　根管処置の盲点として上げられてきた点は数多くあると考えている。その中にブライン
ドでの処置における処置歯の歯根・歯髄腔のイメージの構築不足、特に湾曲している
場合は難しく、処置を遂行するにあたっても処置に見合った器具・器材も不足していたと
思います。しかし、近年の根管処置における変革は、
・ ニッケルチタンファイルの登場　特にグレートテーパー状の形状の付与
・ マイクロスコープを使用した視野の増幅　・ CT画像による3D思考の普及
・ 追求しつづける洗浄の向上　　　  　　・ MTA・BCシーラーによる根尖端封鎖
などにより、近年予知性は高くなったと言えます。予後の向上に関与しては、根尖の
封鎖の材質の開発とその進展であると言える。特にMTA・BCシーラーは、今まで不安を
残すような症例が激減したと言える。ガッタパーチャを中心使用した処置は、決して予後
が悪い訳ではなく、40年の経過観察が物語っている。しかし、予後が悪い症例に遭遇
することもあり、薬剤に頼っていたのも現実であったが、臨床を行うにあたり上手く行かな
い症例に遭遇するとなんらかの対策を考え、スキルを上げる為に努力を行う、その後に
好結果を導けたならより一層臨床のハードルを高く持ち処置に挑むことになる。その際
の根尖の封鎖をMTA・BCシーラーにて行うことにより安心感を得た処置終末を迎えて
いる。40年経過症例から現在の臨床について報告させていただきます。

研修会 in 金沢研修会 in 金沢
『明日からの根管充填が変わる』

 9：30～13：00（受付9：00～）
金沢勤労者プラザ
 ３０４および３０５研修室

 〒920-0022 石川県金沢市北安江3-2-20

日本歯内療法学会（JEA）は歯科保存臨床における歯内療法分野に特化した学会で、
全国の歯科大学教授や歯内療法に精通した開業医が多く所属しています。
2025年7月19日、20日に松本歯科大学で開催される第46回JEA総会学術大会に先立ち、
JEA研修会（金沢）を開催いたします。日々の臨床で直面する歯内療法の疑問に応えるべく、
根管形成および根管充塡をテーマに深く掘り下げた内容で、分野の最先端をいく先生方による
講義を予定しています。皆さま方のご参加を心よりお待ちしています。　 実行委員長：松永健嗣

2025年 日本歯内療法学会（JEA）
JAPAN ENDODONTIC ASSOCIATION

日

2005年 九州歯科大学 卒業
2009年 九州歯科大学大学院歯学研究科 修了 博士（歯学）
2010年 九州歯科大学口腔機能学講座
 齲蝕歯髄疾患制御学分野（現・口腔保存治療学分野） 助教
2013年 京都大学再生医科学研究所留学（2013年9月～2014年8月）
2016年 九州歯科大学口腔機能学講座口腔保存治療学分野　講師
2022年 九州歯科大学口腔機能学講座口腔保存治療学分野　准教授 （現在に至る）

講　師 講　師

お問合わせ先
〒170-0003 東京都豊島区駒込1-43-9 駒込TSビル
（一財）口腔保健協会内　（一社）日本歯内療法学会事務局

E-mail：jea@kokuhoken.or.jp
TEL　：03-3947-8891

歯科医師 ￥5,000
DH/DA/学生/他 ￥3,000

受講料 ： JEA会員・非会員問わず（受講料は当日承ります。）

お申し込みは、インターネットから

 https://oha1.heteml.net/jea/seminar2025_ishikawa/
2025年度日本歯内療法学会研修会（金沢会場）参加申込フォーム

〔学会等活動〕
日本歯科保存学会（指導医・専門医，学術用語委員会委員，認定医委員会幹事）、日本歯内療法学会、
日本バイオマテリアル学会、日本再生医療学会、九州歯科学会 他

会場準備の都合上、事前のお申込みにご協力いただけますと幸いです。
事前登録締切：3月27日（木） なお、当日参加も受け付けております。
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金沢勤労者プラザ

当日入会金￥5,000、初年度年会費〈（一般）￥12,000、（準）￥6,000〉をご用意ください。
JEAに入会ご希望の方は、受講料は無料といたします。特典


